
父
親
の
ひ
と
こ
と





は

じ

め

に

こ
の
た
び
、
高
藤
建
設
株
式
会
社
が
創
立
四
十
周
年
に
あ
た
り
、
青
少
年
の
自
我
形
成
に
役
立

つ
記
念
事
業

を
と
い
う
思
い
で
本
書
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
藤
建
設
の
創
業
者

・
高
藤
國
太
郎
会
長
は
、
若

い
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
工
務
店
を
退
職
、
上
京

し
て
苦
学
さ
れ
、
昭
和
七
年
、
釜
山
で
高
藤
工
務
店
を
創
立
。
戦
前
は
朝
鮮
で
活
躍
さ
れ
た
も
の
の
敗
戦
で
無

に
帰
し
、
昭
和
二
十

一
年
二
月
、
門
司
に
高
藤
建
設
を
設
立
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

少
年
時
代
に
心
な
ら
ず
も
進
学
で
き
な
か

っ
た
高
藤
会
長
は
、
事
業
の
か
た
わ
ら
常
に
青
少
年
の
す
こ
や
か

な
成
長
を
ね
が

い
、
こ
れ
ま
で
も
市
の
児
童
文
庫
に
寄
付
す
る
な
ど
心
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
り

っ
ぱ
な
青
少
年
の
読
み
物
が
で
き
た
こ
と
を
お
慶
び
す
る
と
同
時
に
、
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

こ
の
本
が
少
し
で
も
多
く
の
青
少
年
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
ね
が
い
ま
す
。

昭
和
六
十

一
年
二
月

四 安

島 川

司 寛



お
祝

い
の
言
葉

松

浦

秀

明

高
藤
建
設
株
式
会
社
の
創
立
四
十
周
年
に
当
た
り
、

『父
親
の
ひ
と
こ
と
』
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝

い

申
し
ま
す
。

高
藤
会
長
と
は
、
戦
前
の
釜
山
時
代
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
る
お
付
き
合
い
で
、
こ
こ
に
立
派
な
教
育
書
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

私
は
西
条
中
学

（愛
媛
県
）
二
年
の
時
、
父
が
病
気
に
な
り
、
約

一
週
間
位
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
病
気
は

熱
黄
疸
。
今
考
え
る
と
ウ
イ
ル
ス
病
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
死
ぬ
る
数
日
前
に
自
分
で
死
を
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
か
、

「
お
前
、
中
学
を
出
て
、
何
と
か
上
の
学
校
に
行

っ
て
、
出
来
れ
ば
立
派
な
医
者
に
な

っ
て
く
れ
」
と

云

っ
た
と
覚
え
て
お
り
ま
す
。

残
り
の
中
学
三
年
間
は
西
条
の
開
業
医
の
家
に
、
今
で
云
う
家
庭
教
師
の
様
な
型
で
先
生
の
御
宅
に
住
み
込

ん
で
三
年
間
を
過
ご
し
、
卒
業
し
て
鹿
児
島
七
高
に
入
学
、
九
大
医
学
部
に
進
み
ま
し
た
。
大
正
九
年
、
卒
業

と
同
時
に
九
大
医
学
部
第

一
内
科
教
室
に
入
局
。
昭
和
六
年
に
釜
山
府
立
病
院
の
院
長
で
赴
任
し
、
終
戦
の
年

の
昭
和
二
十
年
十

一
月
迄
約
十
五
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

釜
山
に
行

っ
て
す
ぐ
高
藤
会
長
の
御
宅
が
私
の
家
の
す
ぐ
近
く
だ

っ
た
の
で
、
御
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し



た
。
終
戦
で
引
き
揚
げ
、
会
長
は
門
司
で
、
私
は
二
年
お
く
れ
て
二
十
二
年
に
国
立
小
倉
病
院
の
院
長
と
し
て

小
倉
に
来
て
、
又
、
高
藤
さ
ん
と
の
御
付
き
合
い
が
始
ま

っ
て
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
釜
山
時
代
が
十
五

年
、
北
九
州
に
来
て
三
十
九
年
、
釜
山
と
北
九
州
合
わ
せ
て
五
十
有
余
年
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
が
い
つ
も
口
に
し
て
お
り
ま
す
格
言
を
二
つ
だ
け
記
し
ま
す
。

云
ふ
は
易
く
、
行
ふ
は
難
し

知
ら
ぎ
る
を
知
ら
ず
と
云
へ
、
こ
れ
知
る
な
り

〈国
立
小
倉
病
院
名
誉
院
長
〉
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